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▼「ひろば」が大好き


  「憲法ひろば」はいつも自然体でのびのびしていて、しかも後ろに下がらない。ほんとに信頼できる。大好きです。（国領町・奥平せい子）





▼建て替え問題と憲法


　多摩川住宅建替え問題について、建替え賛成と反対の住民の意思は対立するものではなく、どちらも居住権、財産権は同じく保障されている。大切なことは少数意見者の権利や利益等を含めた人権を守る事など、住民同士で話し合い多様な意見交換で情報共有しながら守っていくようにすべきだと思う。これが、憲法が要求していることだと思う。


　 （染地・沖田光子）





▼ウソ情報も流れる


  多摩川住宅に住んでいる。私は建て替えには反対だ。推進派や市役所は、老朽化とも耐震性とも理由を言わない。各棟によって意見はまちまちだ。推進側には、エレベーターをつけると新築より高くなるとか、規制があってつけられないとか、事実でないことを言って来る人もいる。


　（染地・伊藤富太郎）





▼若い世代に訴えよう


　「憲法ひろば」には初参加だ。以前、７中の親父の会とかを創ったことがあるが、親子一緒に会を作ってきた。いま、痛感するのは、現状とわれわれの運動のやり方を子や孫に訴える活動が大事だということだ。


　（下石原・森眞三郎）





▼「一枚岩」でない運動


  樹木の運動をしてきたが、自民党の議員とよく話すようになった。建設委員会では「これだけ市民が声を出しているのに何だ｣というような感動的な話をしてくれた。また「よく共産党の議員と話すんだよ｣と言っている議員もいる。｢樹木を守る会｣には、右から左までいて、一枚岩でないことに意味がある。


  （多摩川・庄司洋子）





▼みんなが見ている


　「樹木の会」で市役所との窓口役をしてきた。私はこれまで運動は何もしてこなかったし、無名だったので心を開いてもらえたように思う。やってみて面白かった。地方自治というのは身近なものだ。国会では委員会抜き採決があったが、調布市議会ではそんなことは考えられない。みんなが見ているから、市では変なことはできない。


（国領町・鈴木ヒデヨ）





▼運動の深みと広がり…


  感想を一言で言うと「調布も捨てたものではない」だ。駅前広場問題の運動での自民党と共産党のように、市民の運動と向き合う議会の活動に、深みと広がりが大きくなっているのを肌身で感じている。（染地・雨宮幸男）





▼知らなかったこと


　知らないことをいろいろ教えてもらった。憲法ひろばで「教育勅語」のことを話したが、いま「13歳からの教育勅語」という本の執筆に取りかかっている。Ｑ＆Ａ形式にしようと思っていたが、むしろ自分のことから書いた方がいいのでは、と思っている。大江さんの資料にあった「だまされることの責任」の出所を教えてほしい。（仙川町・岩本努）


　<編集者注>＝大江さんの資料にあった「だまされることの責任」は、伊丹万作氏の「戦争責任者の問題」という小文。サイトの「青空文庫」で誰でも読むことができます。





▼安倍政治への怒り


  きのう高齢者大会に行って日野秀逸さん（東北大名誉教授）の話を聞いた。昨年２月の野党合意で、36年間続いた「共産党を除く政治」という構図が崩れ、その後の参院選や新潟県知事選、都議選や仙台市長選で共同・共闘が発展している。この基盤には、市民運動の発展があり、市民運動を草の根から支えているのが労働運動だといいます。何よりも、安保法反対運動の中で盛り上がった「個人の尊厳」を妨げている安倍政治への怒りがあるということです。（調布ヶ丘・今井至）





▼諸悪の根源は安倍


　60年安保のときは国会に行くのも労働組合などの団体行動だったが、今はシールズの若者が言っていたように個人がやっている。市民と野党で運動を作っている。いろんな問題の「諸悪の根源」が安倍政治だと思う。これ以上許さない闘いをしなければと思う。


 （多摩川・加藤由美子）





▼土曜休みはなくす？


　教育委員会を傍聴しているが、来年から小学校の英語が教科に入るのに対応して、来年から第２土曜日の午前中授業をして、午後は教員の会議にするという方針が出された。これから話し合いに入るとされているが、発言していかなければと思う。（西つつじヶ丘・石山久男）





▼選挙だ！


  衆院選が突然決まったが、10月22日が投票日だとすると、もうひと月ない。野党勝利のために、連日ビラ配り行動などを検討したい。（柴崎・三宅征子）





▼事務局がネックに


　都立定時制高校の廃止反対運動をしている。６月９日、４千人集まった署名を都教委に持って行ったが、事務局がとりついでくれない。こうしたことから変えていかなければならない。


　（柴崎・三浦久美子）





▼歴史を学ぶこと


　「くらしを憲法で考える」とことごとく憲法13条(個人の尊厳)となりました。会場でお配りした「新しい憲法明るい生活」(47･５･３金森徳次郎 憲法普及会)は「生まれ変わった日本」で私たちひとりひとりも生まれ変わることを呼びかけています。「国民による国民のための国民の政治」「われらとわれらの子孫のために」しっかり勉強していかねばならないと誰もが思ったことでしょう。70年後の日本は「アベによるアベのためのアベの政治」「今だけ自分だけお金だけ」「いじめ・自殺」の日常となっています。72年前の「敗戦」で「命こそ宝」と誓いあったのが日本国憲法でした。私たちは６年前に「３・11」を体験し、「いのちつながり地球」に覚醒しました。憲法は９条・25条と思ってきましたが実は「いのちの尊厳」をいっているのが13条でした。立憲の気持ちに立ち返った時、一人一人の発言を大切に、それをしっかり傾聴しあって、全会一致できるものをみつけだしていく討論こそが「公共の福祉」ですね。


（多摩川・古川ひろし）
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